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大井川流砂系総合土砂管理計画の策定

土砂移動に起因する課題解決のため、領域間で連携した流砂系一貫の総合土砂
管理計画を策定し、具体的な目標値、土砂管理対策(アクション)を定めました。

目指す姿

①災害が生じないよう安全な状態を保つため、土砂の掘削や投入を行って対処する。
②通過土砂量（川や海を流れる土砂の量）を減らさないよう注意を払い、下流に土砂を受け渡し

ていく。
③掘削や浚渫した土砂は流砂系（大井川全川と駿河海岸）の中でリサイクルに努める。

目標値と土砂管理対策（アクション）

主要地点(①～⑨)における具体的な土砂管理目標値※と対策（アクション）は以下の通りです。
（※赤字：通過土砂量、青字：投入土砂量）

土砂管理対策
河道掘削
今後30年程度

で765万m3※程
度の掘削を行う。

維持掘削
年平均11.3万

m3/年程度の維
持掘削を行う。

土砂管理対策

河道掘削
河口部におい

て、今後5年程
度で30万m3※程
度の掘削を行う。

維持掘削
年 平 均 0.5 万

m3/年程度の維
持掘削を行う。

土砂管理対策
沖合施設の整備
ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ・養浜
今後20年程度で離岸堤11基の整備※

と、年平均11.3万m3/年程度のサンド
バイパス・養浜を行う。

ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ・養浜
年平均5.6～7.5万m3/

年程度のサンドバイパ
ス・養浜を行う。

①長島ダム直下流 4万m3/年

土砂管理対策

当面の
対策

当面の対
策実施後
の対策

凡例

※10tダンプ約１５３万台分

※ 10tダンプ約６万台分

※海岸の侵食対策として、沖合に消波ブロックを設置するもの

②寸又川合流点下流 25万m3/年

③塩郷堰堤 23万m3/年
④神座 23万m3/年

⑤牛尾地区 25万m3/年

⑥河口部 24万m3/年

⑧河口部左岸 14万m3/年

⑦河口部右岸 3万m3/年

⑨焼津工区 13万m3/年

土砂投入
(河床低下対策）

1～4万m3/年

土砂投入
(サンドバイパス・養浜）

5～8万m3/年

海岸領域


